
白石稲荷山古墳（藤岡市）
　しろいしいなりやま
　　　　　正面前方が丘陵上に築かれた白石稲荷山古墳/三段築成の前方後円墳/左手が前方部、右手が後円部/前方部が低い古式古墳という



　　　　　　前方部の法面から後円部方向を見たところ



　　　　　　　反対の法面から後円部方向を見たところ



　　　　前方部から後円部を見たところ



　　くびれ部辺りを横から見る/左手が後円部、右手は前方部



　　　　　　後円部を見上げる



　　法面には葺石らしきものが点在する



　　　　　　後円部の墳頂/標柱と説明板が立っている



　　　5世紀前半の築造で十二天塚古墳や十二天塚北古墳（ともに方墳とされる）を陪塚とし、墳頂部の東西に竪穴式礫郭が計二ヶ所確認されていると記されている



　　　　　「稲荷山古墳碑」と記された石碑も立っている



　　　　　　　こちらは以前この墳頂にあった稲荷神社の名残りと思われる「稲荷山神社旧跡」の石碑



　後円部墳頂から前方部方向を見たところ



これは少し離れた北東側から前方左手に白石稲荷山古墳の後円部を見たところ/その右手の低い高まりが陪塚の十二天塚古墳、
十二天塚北古墳（更に右手）であろうか
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　　　5世紀前半の築造で十二天塚古墳や十二天塚北古墳（ともに方墳とされる）を陪塚とし、墳頂部の東西に竪穴式礫郭が計二ヶ所確認されていると記されている


